
本日は、ご多用のところ、当社決算説明会にご参加いただきまして、誠にありがとう
ございます。

早速ですが、２０１８年度通期決算につきまして、ご説明させていただきます。
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始めに、今回の決算の主なポイントについて説明させていただきます。

時計事業につきましては、下期以降の完成品の需要回復により売上を伸ばしました
が、期初の遅れとムーブメント販売の伸び悩みを補うには至らず、売上は前年実績に
僅かに届かず、減収減益となりました。

工作機械事業は、足元の受注は減速感もありますが、期初からの高水準の受注が寄
与し、大幅な増収増益となりました。

全事業の連結業績としては、増収減益となっております。

一方、当期純利益につきましては、特別損失の計上が影響し、減益となっております。

Frederique Constantブランドに関しては、主に、売上拡大を見込んでいた北米地域にお

いて、販売チャネルの整理などに時間が掛かり、買収時の計画と実績に乖離が生じた
ため、のれんおよび無形資産の減損損失として、４９億円計上いたしました。 当初の
想定より遅れてしまいましたが、当社の販売網にFrederique Constantブランドをのせる
体制はほぼ整いましたので、今後、売上拡大を加速させて参ります。

また前回の決算で公表しました中国時計製造工場の再編に伴う損失として２３億円、
その他、海外販社の統合に伴う費用等を含め、合計で１０１億円の特別損失を計上し
ております。
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それでは、通期業績概要を説明させていただきます。

売上高は、 ３，２１６億円、前年比 ０．５％の増収、

営業利益は、２２４億円、工作機械事業が増益となったものの、それ以外の事業が減益とな
り、前年比 １０．１％の減益となりました。

営業利益率は、７．０％となりました。

経常利益は、２６６億円。 為替差益の計上の他、受取配当金や持分法投資利益の増加が
あり、前年比０．２％減とほぼ前年並みに留まりました。

親会社株主に帰属する当期純利益は、投資有価証券売却益が２１億円あったものの、先ほ
どご説明した通り、特別損失が増加し、前年比 ３０.７％減の１３３億円となり、

全体では、増収減益の結果となりました。
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続いて、セグメント別の売上高について説明させていただきます。

時計事業につきましては、前期比 ０．１％減の １，６３５億円。

工作機械事業につきましては、前期比 １２．７％増の７２１億円と、増収。

デバイス事業につきましては、前期比 ７．３％減の６０８億円と、減収となりました。

電子機器事業につきましては、前期比 ６．１％減の１９３億円。POSプリンターやバー
コードプリンターが堅調に推移したものの、フォトプリンターの売上減、大型プリンターの
撤退の影響もあり、減収となりました。

その他の事業につきましては、宝飾製品が需要の低迷を受け減収となる等、前期比 ４．
５％減の５８億円となりました。
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続いて、セグメント別の営業利益です。

時計事業につきましては、前期比２３．１％減の １２４億円、

工作機械事業は、前期比 ２５．３％増の １３０億円、

デバイス事業は、前期比 ８．６％減の ２５億円、

電子機器事業は、前期比 １４．６％減の ４億円となりました。
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続きまして、2019年度の連結業績予想につきましてご説明します。

売上高は、前期比で１．１％減となる３，１８０億円としました。 時計事業は増収を計画
しておりますが、工作機械、デバイス事業などは減収の見込みとしております。

営業利益は、前期比１０．８％減の２００億円、主に工作機械事業の減収による減益が
影響する見込みです。

経常利益につきましては、２２０億円と前期比１７．３％の減益、

当期純利益につきましては、１４５億円と、特別損失が減少する見通しであることから、
８．５％の増益を見込んでいます。

なお、為替レートは1USD＝110円、1EUR＝120円を想定しております。
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こちらは、セグメント別の通期売上高、営業利益の予想です。

時計事業は増収増益、工作機械、デバイス事業は減収減益の予想といたしました。

この後、主要事業の概況を説明いたします。
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それでは、時計事業から説明いたします。

2018年度業績につきまして、完成品販売は、上期までは中価格帯の需要が回復せず伸び悩みました
が、第3四半期以降、主要市場の北米や国内を中心に売上を伸ばし増収となりました。
北米市場は、デパート等の主要流通が復調傾向を示す中、インターネット流通も継続して拡大した結
果、CITIZENブランド、BULOVAブランド共に拡大し、増収となりました。
欧州市場は、長引く政治不安から先行き不透明感が強まる中、流通再編や消費低迷に苦しむイギリス
の不振等が響き、減収となりました。
アジア市場は、第3四半期に売上が減少したものの、第4四半期は再び増収に転じ、通期で増収となりま
した。
国内市場は、第3四半期以降、主力のxC、ATTESA、PROMASTER等の中価格帯主力製品が売上を牽
引したことで、前期比横ばいとなりました。

ムーブメント販売については、機械式ムーブメントが堅調に推移する一方で、主力のクオーツムーブメン
トの需要回復は依然として弱く減収となりましたが、減収幅は徐々に縮小傾向にあり、第4四半期は増
収に転じました。
また、第4四半期では、ムーブメントの減産を更に進めたため、営業利益低下の主な要因のひとつに
なっています。

2019年度予想については、市場によって強弱感が見られるものの、全体的に緩やかな回復傾向を辿る
見通しであり、売上高は前期比２．１％増の１，６７０億円。営業利益は前期比４．５％増の１３０億円と、
増収増益を予想しています。国内市場は引き続き主力の中価格帯を中心に堅調に推移する見通しであ
る他、北米市場についてもシェアアップを狙い、増収を見込んでいます。欧州市場は、不透明感があり、
横ばいに留まると見ております。アジア市場は、引き続き中国を中心に堅調に推移する見通しです。
ムーブメント販売については、明確な回復は見込んでいないものの、機械式の需要増や下期からのス
マートウオッチムーブメントの出荷を計画していることから増収に転じる見通しです。ムーブメントの生産
調整は第1四半期まで継続する予定としております。
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続いて、工作機械事業です。

今期は、国内外の好調な受注に加え、独自技術である低周波振動切削技術（ＬＦＶ）の搭載機種
拡大により、大幅な増収増益となりました。
第4四半期の生産は概ね順調に推移したものの、据え付けのキャパティ等の問題もあり、予想値
に対しては未達となっております。

米国は、医療、ジョブショップ関連を中心に堅調に推移した他、欧州も、自動車関連を中心にドイ
ツやイタリアをはじめとして好調を維持し、増収となりました。
また、アジアについては、上期は自動車関連が牽引して好調に推移し、通期では横ばいとなりま
した。
国内は、自動車、建機、医療など、幅広い業種で好調を維持しました。

営業利益につきましては、製造のフル稼働の効果に加え、ＬＦＶ搭載機種の拡大により利益率が
向上し、増益となりました。

2019年度の業績につきましては、
受注がピークアウトしたことにより減収減益を予想していますが、医療向けの需要が堅調である
他、ＬＦＶの搭載機種を更に拡大することにより、減収幅を最小限におさえていくつもりです。
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デバイス事業について、説明させていただきます。

自動車部品については、第4四半期において中国市場向け部品の売上が落ちたものの、通期では
増収を維持しました。スイッチも、第4四半期ではスマートフォン市場の低迷を受け、売上が伸び悩み
ましたが、通期で増収となりました。

オプトデバイスについては、チップLEDの車載向け売上が第4四半期に回復した一方で、照明向け
LEDは、価格競争の中、採算重視の取り組みを進めた結果、減収となりました。

その他部品については、水晶デバイスが市況低迷を受け、通期を通して苦戦し、減収となりました。

2019年度の業績予想ですが、
自動車部品が下期に向けて回復し増収、スイッチは前期並みを見込んでいます。
チップＬＥＤは、ＰＣ等電子機器向けが牽引し増収、照明用ＬＥＤはモデル数を削減するなど損益重視
の取り組みを更に進めることもあり減収、バックライトは売上減により減益となる見込みです。
その他の部品では、モーターは堅調な売上を維持、セラミック部品は増収を予定しています。
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最後に、株主還元についてご説明いたします。

2018年度の年間配当は、20円を予定しており、変更ございません。

2019年度は、先日公表いたしました新中期経営計画で示しました通り、対象事業
年度に係る「株主還元性向」を３年間平均で60％以上とすることを基本方針に基
づき、年間配当は、安定配当と来期の業績動向等を勘案し、１株当たり 24円の
予定です。
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私からの説明は以上となります。

ご清聴ありがとうございました。
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